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在宅介護支援事業者様のご尽力により、昨年度も大変多くの方がご自宅へ退院をされました。
ご協力誠にありがとうございました。

この広報誌が皆さんのお手元に届くころは梅雨入りしているでしょうか。当院も開
院4年目を迎え、少しずつ患者さんの出入りが増えました。スタッフにも余裕と笑顔
が増えてきてほっとひと息・・・？いえいえ、まだまだ！本番はこれからです。地域の
皆様に受け入れて頂くにはまずこちらから出かけていかなければ！・・・次号は当院
の「岡田の街を知る会」の活動をご報告します。あら？いつのまにそんな会ができた
のでしょう（笑）　Ｈ

いきいき百歳体操　好評開催中！
　現在、知多市では高齢者ができるだけ要介
護状態になることなく、健康でいきいきとし
た生活が送れるように支援する取り組みを始
めました。
　西知多リハビリテーション病院も平成29
年度からこの取り組みに賛同し、協力させて
いただいています。
　①元気な高齢者がますます元気になる
　②体力の衰えた人も元気になる
　③生活に問題がある人も自立に近づく
これらを目的に当院の理学療法士が会場に出向いて皆さんと一緒に体を動かしています。
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診療時間 ： 9：00～12：00（月～土）　　
診療科目 ： リハビリテーション科・内科 ◎通所リハビリテーション（1～2ｈ）◎訪問リハビリテーション

〒478-0021  愛知県知多市岡田字野崎13　TEL（0562）54-3500　FAX（0562）54-3502

当院では定期的に退院患者様へご様子伺いの往復はがきをお出ししています。お返事をいただける
ととても嬉しく励みになります。また、退院時に受付でもアンケートをお渡しし、ご意見にお応えで
きるように日々努めています。これらを職員食堂に掲示し、常にホスピタリティの精神で患者さん
に接していくために今後も「生の声」を大切にしていきます。

2017年度のご報告

お返事ありがとうございます！

■対象疾患内訳 ■年間平均在院日数

69％
24％

5％ 2％

脳血管疾患

運動器疾患

廃用症候群
人工関節置換術後

在宅復帰率 94．1％　自宅復帰率 85．8％（急性期転院含まず）　

西知多リハビリテーション病院情報誌
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　共に助け合い健やかで心豊かに生
活できる活力ある街として、知多市で
は66団体1884人の方々が地域で活
動されているそうです。その中でもい
きいき百歳体操を取り入れたいと希
望のある団体に、
　①どのように行うのか
　②どのような効果があるのか
　③活動状況や評価判定
などをお伝えしています。
今後もますます、地域住民主体の取り
組みをサポートしていきたいと思っ
ています。

ギャグや冗談も交えながら・・・。面白くなくても
笑って！顔の筋肉も動かしてくださいね。

「しっかり上がっていますか～？」「しっかり上がっていますか～？」
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初診時、他院からの紹介状は不要です。お気軽にお越しください。
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このたびこちらの病院での
勤務を拝命致しました、山口
幸子と申します。高校時代に
「救命救急24時」というテレ
ビ番組を見て救急医療に興
味を持ち、人の役に立つ仕事
がしたいと思い、家族の多大
なる支援のもと平成4年に医
師となりました。藤田保健衛

生大学脳外科に入局、阿部先生や尾内先生は大先輩
にあたります。後遺症を抱えた患者様、ご家族様を支
援する回復期医療にやりがいを感じております。ど
うぞよろしくお願い致します。
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病棟レクリエーション報告 新入職員紹介

春の温かい日にお抹茶を立て、羊かんをご提供しました。

今年の春に入職したスタッフをご紹介します。笑顔で皆様をお迎えしますのでよろしくお願いいたします。
4月21日 「お茶会」

今日のお昼は豪華なバイキング料理！毎日リハビリに励んでいる患者さんも、今だけゆっくり、贅沢に楽しんでください。

これからも患者さん中心の行事をたくさん企画していきます。
協力してくださるボランティアさんや団体さんを常時募集していますのでご連絡ください。

5月17日 「リハビリ激励バイキング」

知多半島出身の私は、幼い頃
からずっと地域の方々に可愛
がっていただきました。その
恩返しに、当院のことを分か
りやすくご案内できるよう誠
心誠意関わらせていただきま
すので宜しくお願いいたしま
す。

医療ソーシャルワーカー
石川　広空

たくさんの人を笑顔にする理
学療法士に憧れてこの職に就
きました。自分もたくさんの
人を笑顔に出来る様に日々、
努力をし、目標の理学療法士
に少しでも近づけるように頑
張ります。

理学療法士
家田　和幸

患者様の生活を第一に考え、
生活に即したリハビリテー
ションを行っている事に魅力
を感じ志望しました。自分も
その役割を果たす一員として
頑張っていきます。よろしく
お願いします。

理学療法士
加藤　広基

患者様に信頼して頂ける理学
療法士になれるよう頑張りま
す。また、患者様や先輩方から
多くのことを学び、日々の積
み重ねを大切にしていきたい
です。

理学療法士
河尻　直樹

初めは何気なく選んだ職業で
したが、実習で患者様と接す
る事でやりがいを感じ、楽し
いと思うようになりました。
まだ仕事に慣れず失敗も多い
ですが、先輩方の様な言語聴
覚士になれるように頑張りま
す。

　言語聴覚士
竹内　亜衣

患者様の生活に寄り添えるセ
ラピストになりたいと思い入
職しました。まだまだ未熟で
すが先輩方に指導して頂きな
がら患者様と楽しくリハビリ
していきたいと思います。今
後ともよろしくお願いしま
す。

作業療法士
伴野　仁香

3年間急性期の病棟で働いて
いました。入職の動機は、急性
期を退院後のリハビリ過程や
退院に向けた在宅への支援や
指導・家族との関わりなどに興
味があったことです。回復期は
経験がないので、不安があり迷
惑かけることもあると思いま
すが、精一杯頑張りますので、
よろしくお願いします。

看護師
三浦あゆみ

今まで急性期の病棟で働いて
おり、患者様との関わりが十分
に得られなかったため、もっと
患者様との関わりを深め看護
していきたいと思いリハビリ
病院への入職を決めました。回
復期は初めてでわからないこ
とが多いですが早く慣れるよ
うに一生懸命頑張りますので
よろしくお願いします。

看護師
柚田　茜

副院長　山口　幸子
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